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「田中正造の日 環境フェスタ」参加
北海道佐呂間町を訪問して学んだこと

北海道佐呂間町の先人の遺業を讃える記念碑 佐野市文化会館での発表

２０１８年１０月１３日（土）、「田中正造の日 環境フェスタ」で、科学部の田中正造記念賞の
表彰に続いて、ＳＧＨクラブ国内班による「北海道佐呂間町フィールドワーク」の発表を行いました。
発表者は、リーダーの新井康平君、安生温大君、大嶋由佳さん、高橋くるみさん（以上、２年生）、秋野
恵理さん、大塚萌絵さん、安部悠奈さん、茂木千紘さん（以上、１年生）の班員８名です。

Q１ なぜ、佐呂間町なの？

ＳＧＨクラブ国内班は、日本初の公害事件である「足尾鉱毒事件」

の解決に向けて奔走した田中正造から学ぶため、１年目は「福島」
（原発災害からの復興）、２年目は「水俣」（水俣病からの復興）と
フィールドワークを行ってきました。３年目の今年は、足尾銅山の
鉱毒を沈潜させるために「渡良瀬遊水地」が造られた際、集団移住

を余儀なくされた旧谷中村の住民が開拓した「もう一つの栃木」
と言われる「北海道佐呂間町栃木地区」を訪問し（8/6～9）、関係者
にインタビュー等を行いました。 佐呂間町の町長と教育長

Q２ なぜ、発表することになったの？

今から５年前の平成２５年、佐野市で行われた「田中正造翁没後100年顕彰記念式典」に、佐
呂間町の訪問団が参加しました。平成２９年には、その返礼として、佐野市長が佐呂間町長を表敬訪問す
るなど、佐野市と佐呂間町との間に交流が始まりました。
今回のＳＧＨクラブ国内班の訪問は、佐野市の紹介で実現しまし

た。訪問先で案内していただいた佐呂間町役場の武田温友さん
は、田中正造の命日である「106回忌法要」（9/4佐野厄除け大師）
にも参加され、法要講話の講師として、佐野市との交流等を紹介さ
れました。そして、講話終了後には佐高を訪問してくださいました。
こうした縁で、ＳＧＨクラブ国内班の「佐呂間町フィールドワー

ク」の様子を「田中正造の日」にぜひ報告して欲しいと佐野市か
らお話があり、今回の発表が実現しました。また、発表後には、改
めて佐野市長にフィールドワークの報告を行いました（10/16）。 佐野市長に報告



Q3 今回の発表で伝えたかったことは？

リーダーの新井康平君

「佐呂間町栃木地区には、大地に整備が行き届いた畑が広がっていた。

移民者の努力が今、生きていると思った。谷中村から遠く離れた地で

も、田中正造の偉大さを後生に伝えようとしている人たちがい
ることを多くの人たちに知ってもらいたかった。今回の発表は、佐野

市長さんを始めとした多くの方々を前にして、とても緊張したが、こ

のような場を与えていただけたことを感謝している。」 佐呂間町の栃木神社

（東京新聞１０月１２日付朝刊の栃木版より、東京新聞の許可を得て転載）


